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■

日

本

で

初

め

て

路

線

事

業

の

定

期

便

　

東

京

・

世

田

谷

の

住

宅

街

。

小

道

を

小

さ

な

ト

ラ

ッ

ク

が

通

り

過

ぎ

る

。

か

す

か

な

風

を

感

じ

た

。

ヤ

マ

ト

運

輸

が

導

入

を

進

め

る

Ｅ

Ｖ

（

電

気

自

動

車

）

だ

。

温

室

効

果

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

排

出

量

ゼ

ロ

、

軽

量

で

エ

ネ

ル

ギ

ー

効

率

も

高

い

。

ヤ

マ

ト

グ

ル

ー

プ

は

、

１

９

１

９

年

、

小

倉

康

臣

氏

が

東

京

・

銀

座

で

創

業

。

車

両

４

台

を

使

っ

た

ト

ラ

ッ

ク

運

送

業

を

開

始

し

た

。

１

９

２

９

年

に

は

、

日

本

で

初

め

て

路

線

事

業

の

定

期

便

、

東

京

―

横

浜

間

で

定

期

積

み

合

わ

せ

輸

送

を

始

め

た

。

や

が

て

輸

送

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

関

東

一

円

に

広

げ

る

。

　

戦

後

、

焼

け

野

原

と

な

っ

た

東

京

で

、

再

び

ト

ラ

ッ

ク

を

走

ら

せ

た

。

高

度

経

済

成

長

、

成

熟

の

時

代

と

移

り

変

わ

る

中

、

創

業

以

来

、

１

０

０

年

以

上

に

わ

た

り

、

物

流

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

続

け

て

き

た

。

■

ク

ロ

ネ

コ

マ

ー

ク

誕

生

の

秘

話

　

子

ネ

コ

を

く

わ

え

た

親

ネ

コ

が

描

か

れ

た

ク

ロ

ネ

コ

の

マ

ー

ク

。

１

９

５

７

年

か

ら

使

用

さ

れ

て

い

る

。

康

臣

氏

が

ア

メ

リ

カ

の

運

送

会

社

の

親

子

ネ

コ

の

マ

ー

ク

に

込

め

ら

れ

た

「

ｃ

ａ

ｒ

ｅ

ｆ

ｕ

ｌ

ｈ

ａ

ｎ

ｄ

ｌ

ｉ

ｎ

ｇ

（

丁

寧

な

荷

扱

い

）

」

の

意

味

に

共

感

。

図

案

使

用

の

許

諾

を

得

て

、

独

自

に

デ

ザ

イ

ン

し

た

。

ヤ

マ

ト

グ

ル

ー

プ

歴

史

館

ク

ロ

ネ

コ

ヤ

マ

ト

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

館

長

の

長

部

久

美

子

氏

は

、

そ

の

誕

生

秘

話

を

明

か

し

た

。

「

こ

の

マ

ー

ク

の

原

案

は

、

広

報

担

当

の

社

員

の

幼

い

娘

さ

ん

が

、

画

用

紙

に

描

い

た

ネ

コ

で

す

。

親

ネ

コ

が

子

ネ

コ

を

運

ぶ

よ

う

に

荷

物

を

大

切

に

運

ぶ

、

安

心

・

丁

寧

な

サ

ー

ビ

ス

と

い

う

姿

勢

を

表

し

て

い

ま

す

」

。

人

と

人

を

つ

な

ぐ

の

は

、

単

な

る

荷

物

で

は

な

い

、

そ

こ

に

込

め

た

「

想

い

」

も

、

「

ク

ロ

ネ

コ

」

が

、

大

切

に

届

け

る

。

■

法

人

向

け

中

心

か

ら

個

人

へ

、

宅

急

便

ス

タ

ー

ト

　

１

９

７

６

年

、

大

き

な

転

機

が

来

る

。

社

長

の

小

倉

昌

男

氏

は

、

個

人

か

ら

個

人

へ

、

電

話

一

本

で

荷

物

を

集

荷

し

、

翌

日

に

届

け

る

「

宅

急

便

」

構

想

を

打

ち

出

す

。

き

っ

か

け

は

、

息

子

の

洋

服

を

甥

に

送

ろ

う

と

し

た

時

だ

っ

た

。

鉄

道

や

郵

便

の

小

包

み

は

、

郵

便

局

や

駅

に

荷

物

を

持

ち

込

む

必

要

が

あ

り

、

荷

造

り

の

手

間

や

日

数

も

か

か

る

。

家

庭

か

ら

家

庭

へ

小

さ

な

荷

物

を

届

け

る

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

多

く

の

人

に

喜

ば

れ

る

と

感

じ

た

。

　

当

時

は

法

人

向

け

の

事

業

が

中

心

だ

っ

た

。

経

営

幹

部

は

反

対

。

「

一

軒

一

軒

小

口

の

集

荷

は

負

担

が

大

き

い

」

「

翌

日

配

達

も

無

理

で

は

な

い

か

」

。

昌

男

氏

は

、

役

員

の

反

対

を

押

し

切

り

宅

急

便

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

る

と

、

ま

た

た

く

間

に

広

が

っ

た

。

■

物

流

の

脱

炭

素

化

に

向

け

て

、

再

エ

ネ

活

用

や

Ｅ

Ｖ

導

入

　

　

い

ま

注

目

さ

れ

る

の

が

、

Ｅ

Ｖ

導

入

な

ど

を

行

う

モ

ビ

リ

テ

ィ

事

業

だ

。

ヤ

マ

ト

運

輸

で

は

、

２

０

２

５

年

３

月

末

現

在

、

全

国

で

約

４

２

０

０

台

の

Ｅ

Ｖ

を

導

入

。

２

０

５

０

年

Ｇ

Ｈ

Ｇ

自

社

排

出

量

実

質

ゼ

ロ

の

実

現

に

向

け

、

２

０

３

０

年

ま

で

に

、

Ｅ

Ｖ

２

万

３

５

０

０

台

、

再

エ

ネ

由

来

電

力

の

使

用

率

�

％

な

ど

の

目

標

を

掲

げ

、

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

　

神

奈

川

県

川

崎

市

の

ヤ

マ

ト

運

輸

の

「

高

津

千

年

営

業

所

」

。

自

社

の

太

陽

光

発

電

に

加

え

て

地

元

か

ら

再

エ

ネ

電

力

を

調

達

し

、

�

台

の

全

集

配

車

両

の

Ｅ

Ｖ

を

含

む

営

業

所

の

消

費

電

力

の

全

て

を

ま

か

な

う

。

　

グ

リ

ー

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

開

発

部

長

の

上

野

公

氏

は

次

の

よ

う

に

語

る

。

　

「

ヤ

マ

ト

グ

ル

ー

プ

は

、

多

く

の

車

両

や

拠

点

を

保

有

し

、

事

業

を

行

う

会

社

と

し

て

、

気

候

変

動

対

策

を

率

先

し

て

行

う

責

務

が

あ

り

ま

す

。

脱

炭

素

と

経

済

合

理

性

の

両

立

を

実

現

し

な

が

ら

、

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

量

の

削

減

を

推

進

し

て

い

ま

す

」

。

２

０

２

５

年

１

月

に

設

立

し

た

、

再

エ

ネ

電

力

な

ど

の

提

供

を

行

う

新

会

社

「

ヤ

マ

ト

エ

ナ

ジ

ー

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

株

式

会

社

」

の

取

締

役

で

も

あ

り

、

地

域

で

発

電

さ

れ

た

再

エ

ネ

電

力

を

活

用

、

地

域

社

会

と

と

も

に

脱

炭

素

を

目

指

す

。

　

同

部

課

長

の

原

啓

将

氏

は

、

「

Ｅ

Ｖ

導

入

に

お

い

て

は

、

コ

ス

ト

試

算

、

運

用

の

検

討

、

充

電

器

工

事

や

納

車

の

手

配

な

ど

導

入

後

も

様

々

な

課

題

が

あ

り

、

大

き

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

費

や

し

た

」

と

振

り

返

る

。

商

用

車

ユ

ー

ザ

ー

に

と

っ

て

Ｅ

Ｖ

導

入

の

ハ

ー

ド

ル

は

同

じ

で

あ

り

、

ヤ

マ

ト

グ

ル

ー

プ

で

蓄

積

し

た

ノ

ウ

ハ

ウ

を

生

か

し

、

２

０

２

４

年

�

月

か

ら

Ｅ

Ｖ

シ

フ

ト

を

ワ

ン

ス

ト

ッ

プ

で

サ

ポ

ー

ト

す

る

「

Ｅ

Ｖ

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

サ

ー

ビ

ス

」

を

始

め

た

。

モ

ビ

リ

テ

ィ

を

通

じ

て

社

会

全

体

を

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

に

す

る

試

み

だ

。

　

環

境

と

未

来

へ

の

責

任

。

次

世

代

の

物

流

へ

の

挑

戦

が

始

ま

っ

た

。


